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６日～13日
仲間の絆を強めて
組合を大きくしよう！

９月の組織拡大行動週間

■
現
場
訪
問
行
動
の
実
践

　

各
支
部
に
よ
る
現
場
訪
問
・
事
業
所
訪
問
・
組
合
員
宅
訪
問
行
動
を
進
め
ま
す
。

　

訪
問
す
る
こ
と
で
何
か
き
っ
か
け
や
チ
ャ
ン
ス
が
生
ま
れ
ま
す
。

■
新
規
加
入
者
の
加
入
動
機
は
仲
間
や
親
方
の
紹
介
が

　

７
割
に
の
ぼ
り
ま
す
。

　

加
入
目
的
は
労
災
保
険
が
28
％
、
中
建
加
入
は
54
％
で
全
体
の
82
％
。

　

一
人
ひ
と
り
の
仲
間
が
、
自
分
の
働
く
現
場
で
「
組
合
宣
伝
」
を
し
て
頂
き
、

　

未
加
入
者
が
い
れ
ば
「
組
合
の
仲
間
に
入
ら
な
い
か
」「
未
加
入
者
を
紹
介

　

し
て
」
と
声
か
け
と
ご
紹
介
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
中
建
国
保
や
労
災
保
険
を
使
っ
た
仲
間
や
事
業
所
か
ら
の

　

発
信
を
す
す
め
ま
し
ょ
う
。

　

組
合
加
入
し
て
い
て
助
か
っ
た
・
良
か
っ
た
と
言
う
。
生
の
声
を
広
げ
て
い
き

　

ま
し
ょ
う
。

　

組
合
は
労
災
や
中
建
・
税
金
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
仕
事
の
助
け
合
い
・
つ

　

な
が
り
が
持
て
る
組
織
で
あ
る
こ
と
も
訴
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

■
事
業
所
や
建
材
店
・
公
共
機
関
等
へ
の
ポ
ス
タ
ー
貼
付
で

　

組
合
宣
伝
を
強
化
。

　

丸
型
マ
グ
ネ
ッ
ト
貼
付
で
仲
間
の
連
帯
と
存
在
を
み
ん
な
で
高
め
ま
し
ょ
う
。

■
書
記
局
は
現
場
訪
問
行
動
を
す
す
め
、
コ
ー
ナ
ン
プ
ロ
や

　

ビ
バ
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
で
組
合
宣
伝
。

組合に加入していることがメリット。加入してから自分にあったメリットを見つけていく。

一人ひとりの仲間が、自分の働く現場で「組合宣伝」

２2００名組織を守り抜き、
　　　　　　早期２3００名回復をめざして！

　

組
合
員
皆
さ
ん
な
ら
び
に
役
員
皆
さ
ん
に
は
、
組
合
諸
活
動
に
ご
協
力
と

ご
理
解
を
賜
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
本
当
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

３
ヶ
月
の
組
織
数
は
６
月
末
２
２
５
２
名
、
７
月
末
２
２
５
３
名
、
８
月

末
は
２
２
４
1
名
と
な
り
、
昨
年
８
月
時
の
組
織
数
２
３
１
８
名
よ
り
77
名

減
少
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、新
規
加
入
者
目
標
数
を
１
０
０
名
と
打
立
て
、

８
月
末
時
点
で
は
80
名
ま
で
到
達
で
き
て
い
ま
す
。

　

組
合
活
動
の
成
果
は
一
朝
一
夕
に
は
得
ら
れ
ま
せ
ん
が
、
各
支
部
拡
大
目

標
達
成
と
、
２
２
０
０
名
組
織
を
守
り
抜
く
と
共
に
、
２
３
０
０
名
の
早
期

回
復
に
向
け
、
役
員
さ
ん
な
ら
び
に
組
合
員
皆
さ
ん
の
組
織
拡
大
へ
の
ご
理

解
と
ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

組
合
に
は
中
建
国
保
・
労
災
保
険
・
税
金
申
告
相
談
、
建
設
業
許
可
申
請
・

建
退
共
・
全
労
済
各
種
共
済
、
技
能
資
格
取
得
・
顧
問
弁
護
士
に
よ
る
法
律

相
談
、
さ
ら
に
は
仲
間
同
士
の
助
け
合
い
な
ど
、
組
合
費
以
上
の
大
き
な
メ

リ
ッ
ト
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　

組
合
の
運
動
に
自
信
を
持
っ
て
組
合
へ
の
加
入
を
す
す
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

◇
秋
の
組
織
拡
大
強
化
月
間
も
本
部
・
支
部
が

　
　
　
　
　
　
　
　
一
体
と
な
り
取
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

５
回
目
の
朝
宣
伝
行
動
と
し
て
、
８

月
９
日
（
金
）
の
朝
８
時
か
ら
９
時
ま

で
コ
ー
ナ
ン
プ
ロ
三
条
大
路
に
お
い
て
、

天
理
支
部
の
松
田
副
支
部
長
さ
ん
､
郡

山
支
部
の
田
原
副
支
部
長
さ
ん
に
協
力

を
頂
き
、
本
部
の
中
委
員
長
、
松
井
書

記
長
、
大
井
と
向
書
記
が
参
加
し
て
宣

伝
行
動
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

朝
か
ら
30
度
越
え
の
猛
暑
と
な
る
中

で
し
た
が
、
建
材
や
金
物
類
を
購
入
す

る
た
め
に
来
店
し
た
建
築
職
人
の
方
た

ち
約
30
人
に
声
を
掛
け
て
、
組
合
パ
ン

フ
や
テ
ィ
シ
ュ
を
手
渡
し
ま
し
た
。

　
「
一
人
親
方
労
災
や
職
人
の
た
め
健

康
保
険
（
中
建
国
保
）
を
取
り
扱
っ
て

い
ま
す
。
何
か
あ
れ
ば
問
合
せ
下
さ

い
。」
と
声
掛
け
を
し
、
是
非
、
組
合

加
入
し
て
下
さ
い
と
お
願
い
し
ま
し
た
。

　

職
人
さ
ん
達
が
休
憩
の
合
間
に
組
合

パ
ン
フ
を
見
て
、
一
人
親
方
労
災
や
中

建
国
保
な
ど
の
魅
力
を
知
っ
て
頂
き
、

そ
し
て
建
築
組
合
の
存
在
と
加
入
の
意

識
付
け
に
な
れ
ば
と
思
う
と
こ
ろ
で
す
。

朝宣伝に参加された役員皆さん

職人さんに声掛けする郡山の役員さん

コ
ー
ナ
ン
プ
ロ
三
条
大
路
店
で
第
５
弾
の
朝
宣
伝

コ
ー
ナ
ン
プ
ロ
三
条
大
路
店
で
第
５
弾
の
朝
宣
伝

　

ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
で
の
朝
宣
伝
運
動
は

じ
め
各
支
部
に
よ
る
組
織
拡
大
行
動
（
声

掛
け
）
を
積
み
重
ね
て
い
く
こ
と
で
今
後

の
大
き
な
成
果
に
繋
が
る
と
信
じ
て
い
ま

す
。　
　
　
　
　
（
本
部
書
記　

大
井
記
）

組合本部の窓口業務について
組合本部へのご来局は、事前にお電話をお願い致します
組合活動にご協力ならびにご理解を賜り厚くお礼申し上げます。
本部職員の離職・退職により、窓口や電話等でお待ち頂くことが多くなって
います。
また、役所等への手続き外出で留守がちとなり、ご来局頂いたにもかかわら
ず十分な応対が出来ない場合もあります。大変、ご不便をお掛け致しますが、
ご来局の際は事前にお電話をお願い申し上げます。
ご理解とご協力のほどよろしくお願いいたします。

建築組合本部　　☎ 0744－22－5115



屋根葺替えの現場で安全チェック

　

７
月
19
日
（
金
）
に
支
部
参
役

に
て
生
駒
市
壱
分
町
の
第
二
阪
奈

側
道
沿
い
に
あ
る
、
バ
ブ
ル
景
気

の
時
代
に
造
成
さ
れ
た
住
宅
地
に

建
築
さ
れ
た
築
40
数
年
の
リ

フ
ォ
ー
ム
現
場
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

生
駒
支
部
で
は
「
い
こ
ま
空
き

家
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
」
に
関
わ
っ

て
六
年
以
上
が
経
過
し
ま
し
た
。

会
議
に
出
席
を
し
た
り
、
施
主
や

業
者
と
の
打
ち
合
わ
せ
、
見
積
書

の
提
出
だ
け
で
契
約
に
至
ら
ず
無

駄
足
と
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
。
生
駒
市
主
催
の
Ｄ
Ｉ
Ｙ
教
室

に
も
協
力
を
し
て
き
た
と
ろ
で
す
。

　

７
月
19
日
に
中
尾
支
部
長

と
浦
野
副
支
部
長
さ
ん
、
井

上
雅
好
さ
ん
の
３
名
で
大
宇

陀
方
面
を
中
心
に
防
災
パ
ト

ロ
ー
ル
を
行
い
ま
し
た
。

　

連
日
35
度
を
超
え
る
超
猛

暑
の
中
で
あ
り
ま
し
た
が
、

班
長
会
で
現
場
情
報
を
得
て

い
た
組
合
員
さ
ん
の
現
場

２
ヶ
所
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

屋
根
葺
替
え
工
事
で
は
足

場
の
設
置
状
況
や
整
理
整
頓
、

ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
な
ど
き
っ

ち
り
さ
れ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　

歴
史
的
な
猛
暑
が
続
く
中

香
芝
支
部

中
央
公
民
館
主
催
の
こ
ど
も
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

「
プ
ロ
と
一
緒
に
親
子
で
木
工
」＆

　
　
　
　
「
増
改
築
１
日
無
料
相
談
」

防
災
パ
ト
ロ
ー
ル

安
全
パ
ト
ロ
ー
ル

夏
休
み
子
供
木
工
教
室

中
央
公
民
館
主
催
の
こ
ど
も
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

「
プ
ロ
と
一
緒
に
親
子
で
木
工
」＆

　
　
　
　
「
増
改
築
１
日
無
料
相
談
」

宇
陀
支
部

防
災
パ
ト
ロ
ー
ル

生
駒
支
部

安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
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で
あ
り
ま
す
の
で
、
熱
中
症
に

も
気
を
付
け
て
頂
き
、
適
度
に

休
憩
を
取
り
な
が
ら
作
業
を
し

て
頂
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

（
支
部
書
記　

清
水
朋
子
記
）

参役で組合員の工事現場を訪問

　

８
月
17
日
（
土
）
に
香
芝
中
央

公
民
館
主
催
「
プ
ロ
と
一
緒
に
親

子
で
木
工
教
室
」
を
開
催
し
た
い

の
で
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
」
と

の
申
し
出
が
あ
り
今
年
も
協
力
参

加
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

支
部
事
務
所
に
集
合
し
て
木
片

や
道
具
、
組
合
の
幟
な
ど
を
積
み

込
み
、
公
民
館
に
向
か
い
「
住
ま

い
の
事
な
ら
地
元
の
建
築
職
人

へ
」
の
横
断
幕
や
組
合
啓
発
の
幟

を
会
場
出
入
り
口
や
会
場
内
に
掲

げ
建
築
組
合
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し

た
。

　

昨
年
は
親
子
12
組
23
名
の
参
加

者
で
し
た
が
、
今
年
は
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
も
落
ち
着
い
た

事
も
あ
っ
て
か
35
組
70
名
余
り
の

役員みんなで協力して木工教室を開催

会場がいっぱいになって親子でものづくり

住まいの相談では丁寧なアドバイス

　

８
月
18
日
（
日
）
毎
年
恒
例
の
木
工
教
室

が
北
葛
支
部
会
館
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

早
朝
よ
り
汗
を
拭
い
な
が
ら
支
部
役
員
の
ご

協
力
で
着
々
と
会
場
準
備
が
進
め
ら
れ
、
５

人
の
元
気
な
子
供
た
ち
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
の
作
品
は
ミ
ニ
縁
台
で
す
。
ま
ず
初

め
に
作
業
説
明
が
あ
り
、
釘
の
打
ち
方
を
役

員
さ
ん
に
教
え
て
も
ら
い
な
が
ら
慎
重
に
作

業
を
進
め
、
ほ
と
ん
ど
の
子
ど
も
達
が
１
時

間
ほ
ど
で
組
立
て
が
出
来
上
が
り
、
座
っ
て

強
度
を
確
か
め
る
お
子
様
も
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
し
た
。

　

猛
暑
の
中
、
連
日
集
ま
っ
て
準
備
を
進
め

て
下
さ
っ
た
組
合

員
の
方
々
・
参
役

の
み
な
さ
ん
本
当

に
お
疲
れ
様
で
し

た
。
今
年
も
こ
の

木
工
教
室
で
得
た

子
ど
も
た
ち
の
笑

顔
を
源
に
、
さ
ら

に
組
合
を
盛
り
上

げ
て
い
け
る
よ
う

頑
張
っ
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

（
通
信
員　

　
　

岡
本
真
樹
記
）

北
葛
支
部
青
年
部
主
催

夏
休
み
子
供
木
工
教
室

ミニ縁台が見事に完成しました

　

こ
の
訪
問
し
た
現
場
は
、
い
こ
ま

空
き
家
Ｐ
Ｆ
に
依
頼
さ
れ
た
物
件
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、Ｐ
Ｆ
の
登
録
業

者
で
あ
る
横
田
工
務
店
さ
ん
に
依
頼

が
あ
り
請
負
わ
れ
た
建
築
現
場
で
す

　

屋
根
の
傷
み
が
酷
く
、
雨
漏
り
が

す
る
の
で
耐
震
性
を
考
慮
し
て
瓦
屋

根
か
ら
ガ
ル
バ
ニ
ュ
ー
ム
材
の
屋
根

材
に
葺
き
替
え
ら
れ
、
水
切
り
の
入

れ
替
え
や
外
壁
の
補
修
も
済
ま
せ
、

塗
装
屋
さ
ん
が
養
生
作
業
を
し
て
い

ま
し
た
。
足
場
の
安
全
性
を
考
慮
し

て
き
っ
ち
り
と
設
置
さ
れ
、
フ
ル

ハ
ー
ネ
ス
安
全
帯
の
備
え
付
け
や
防

護
ネ
ッ
ト
囲
い
も
確
実
に
設
置
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

　

外
気
を
取
り
入
れ
る
送
風
機
も
取

り
付
け
ら
れ
、
暑
さ
対
策
も
万
全
で

あ
り
ま
し
た
。

　

工
事
に
携
わ
っ
て
い
る
職
人
さ
ん

は
、
全
て
建
築
組
合
に
加
入
さ
れ
て

お
り
、
和
気
藹
々
の
中
に
も
皆
が
仕

事
に
真
摯
に
向
き
合
う
姿
を
見
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　
　
　
　
（
支
部
長　

瀧
口　

宏
記
）

参
加
者
と
な
り
会
場
が
狭
い
ぐ
ら

い
で
し
た
。
指
導
員
に
は
支
部
青

年
部
長
と
青
年
部
員
４
名
、
参
役

４
名
の
９
名
で
行
い
ま
し
た
。

　

公
民
館
よ
り
親
子
木
工
教
室
の

趣
旨
等
を
話
さ
れ
た
後
、
和
田
支

部
長
よ
り
挨
拶
と
支
部
で
用
意
し

た
ノ
コ
ギ
リ
や
金
槌
等
の
扱
い
方

の
説
明
を
し
、
作
業
中
の
手
伝
い

や
道
具
の
使
い
方
、
組
立
て
時
の

ア
ド
バ
イ
ス
も
気
軽
に
お
声
掛
け

く
だ
さ
い
と
説
明
し
開
催
と
な
り

ま
し
た
。

　

参
加
者
は
各
々
用
意
し
た
木
片

を
使
っ
て
試
行
錯
誤
し
て
作
品
づ

く
り
に
没
頭
し
、
青
年
部
が
用
意
し

た
丸
ノ
コ
等
で
木
材
加
工
の
手
助
け

を
し
て
も
ら
い
、
一
生
懸
命
作
品
づ

く
り
を
し
て
い
ま
し
た
。
お
母
さ
ん

方
が
子
供
の
た
め
に
手
伝
っ
て
釘
を

打
つ
姿
が
と
て
も
印
象
的
で
し
た
。

　

正
午
に
は
作
業
を
終
え
て
も
ら
う

予
定
で
し
た
が
、
時
間
不
足
と
な
る

親
子
も
あ
り
ま
し
た
が
、「
後
は
持

ち
帰
っ
て
作
業
し
て
く
だ
さ
い
」
と

念
押
し
の
言
葉
に
よ
う
や
く
終
わ
り

ま
し
た
。

　

最
後
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
書
い
て
頂

き
、「
お
子
さ
ん
と
作
品
の
写
真
を

撮
ら
し
て
も
ら
え
ま
せ
ん
か
」
の
呼

び
か
け
に
も
皆
さ
ん
に
こ
や
か
に
頷

か
れ
た
の
で
、
今
日
の
木
工
教
室
は

と
て
も
意
義
の
あ
る
も
の
に
な
っ
た

な
と
思
い
ま
し
た
。

　
　
　
　

（
書
記
長　

細
川
浩
一 
記
） 

　

ま
た
、増
改
築
無
料
相
談
で
は「
耐

震
改
修
に
つ
い
て
聞
き
た
い
」
と
相

談
が
あ
り
ま
し
た
。
30
年
前
の
建
物

で
10
年
前
に
中
古
で
購
入
し
、
耐
震

を
主
に
建
替
え
の
事
を
考
え
る
が

ロ
ー
ン
も
ま
だ
残
っ
て
お
り
新
築
す

る
予
算
も
厳
し
く
他
の
方
法
を
考
え

た
い
」
と
の
こ
と
で
相
談
を
進
め
ま

し
た
。
市
や
県
の
補
助
金
説
明
と
対

象
に
な
る
建
物
の
こ
と
や
「
耐
震

シ
ェ
ル
タ
ー
室
内
型
で
も
数
社
の
形

（
鉄
製
、
木
製
他
）
が
あ
り
見
学
も

で
き
ま
す
」
と
い
う
説
明
を
40
分
程

熱
心
に
聴
い
て
頂
き
ま
し
た
。「
其
々

の
特
徴
に
つ
い
て
は
Ｈ
Ｐ
等
で
情
報

収
集
し
て
方
向
を
考
え
ま
す
」
と
の

こ
と
で
し
た
。
香
芝
建
築
組
合
の
名

刺
を
渡
し
て
方
向
が
決
ま
れ
ば
ご
連

絡
く
だ
さ
い
と
お
願
い
し
ま
し
た
。

も
う
１
件
は
半
丸
軒
樋
の
状
態
の
点

検
と
溢
れ
出
る
縦
樋
の
点
検
は
で
き

ま
す
か
。
掃
除
し
た
ら
幾
ら
位
費
用

入
り
ま
す
か
。
作
業
足
場
は
必
要
で

す
か
と
の
相
談
で
す
。
相
談
員
は
現

場
の
様
子
を
見
て
梯
子
だ
け
で
の
点

検
可
能
か
。
掃
除
も
出
来
る
の
か
確

認
し
て
か
ら
で
す
ね
と
説
明
し
ま
し

た
。
雨
の
日
に
漏
っ
て
い
る
現
状
を

み
た
い
の
で
そ
ん
な
日
に
こ
ち
ら
か
ら
連

絡
す
る
事
に
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
（
支
部
長　

和
田
全
示
記
）
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令和６年８月新加入（敬称略）

支　部
奈　良
奈　良
天　理
天　理
天　理
橿　原

氏　名
戎　　凱斗
森口　重豊
郡　　法也
古賀　翔己
横山　佳亮
北口　優芽

紹介者
植原　賢治
植原　賢治
平川　善久
平川　善久
平川　善久
北口　貴雄

年令
26
53
22
22
26
23

職　種
解体業
解体業
大　工
大　工
大　工
大　工

組
合
員　

２
、2
4
1
名　

支
部
組
織
人
員（
令
和
６
年
８
月
20
日
現
在
）

今月の労災事故件数
（令和６年７月21日～
　　　令和６年８月20日まで）

一人親方４件／一括有期５件

1. 墜落・転落

項　　　目
一人
親方 合計

職人 業主

2. 転倒

3. 飛来・落下

4. 電動工具

5. 切れ・擦れ

6. 踏み抜き

7. 破壊・倒壊

8. 動作の反動・無理な動作

9. 交通事故

10. その他（激突・感電等）

合　　　計

一括有期

0
0
1
1
0
0
0
1
0
1
4

0
3
2
1
0
0
0
2
0
1
9

0
3
1
0
0
0
0
1
0
0
5

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

奈　良

生　駒

山　添

都　祁

郡　山

斑　鳩

天　理

東宇陀

田原本

北　葛

桜　井

香　芝

宇　陀

橿　原

菟田野

東吉野

御　所

吉　野

中吉野

五　条

川　上

西吉野

天　川

十津川

下北山

合　計

136

181

30

18

55

44

161

17

71

297

123

103

130

485

41

19

82

51

66

95

11

7

2

13

3

2241

『先月より12名減』

令和６年７月死亡
東吉野支部　　森岡　敏男 氏　　大　　工（77歳）

令和６年８月死亡
橿原支部　　　山本　和夫 氏　　土木建築（93歳）

◎ 

奈
良
県
労
働
基
準
協
会
主
催

　
　

問
合
せ
先　

０
７
４
２
ー
３
６
ー
２
０
４
０

情
報
コ
ー
ナ
ー

各
種
試
験
・
技
能
講
習
の
ご
案
内

奈
良
県
労
働
基
準
協
会
や
建
災
防
奈
良
県
支
部
で
は

各
種
技
能
講
習
会
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

　

○ 

玉
掛
け
技
能
講
習

　
　

 

学
科　
10
月
15
日
〜
16
日（
組
本
）
実
技　
10
月
17
日

　

○ 

建
築
物
石
綿
含
有
建
材
調
査
者
講
習

　
　

 

学
科　
９
月
17
日
〜
18
日

　
　

 

学
科　
11
月
12
日
〜
13
日

　

○ 

石
綿
作
業
主
任
者
技
能
講
習

　
　

 

学
科　
10
月
３
日
〜
４
日

　

○ 

有
機
溶
剤
作
業
主
任
者
技
能
講
習

　
　

 

学
科　
９
月
26
日
〜
27
日

　

○ 

フ
ル
ハ
ー
ネ
ス
型
安
全
帯
使
用
特
別
教
育

　
　

 

学
科　
９
月
25
日

◎ 

建
設
業
労
働
災
害
防
止
協
会
主
催

　
　

問
合
せ
先　

０
７
４
２
ー
２
２
ー
３
３
４
５

情
報
コ
ー
ナ
ー

申
込
み
は
労
働
基
準
協
会
並
び
に
建
災
防
奈
良
県
支
部
ま
で

お
問
合
せ
下
さ
い
。       

基
準
協
会
や
建
災
防
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
確
認
で
き
ま
す
。

※
（
組
本
）
は
組
合
本
部
が
会
場

　

○ 

足
場
の
組
立
て
等
作
業
主
任
者
技
能
講
習

　
　

 

学
科　
令
和
７
年
１
月
15
日
〜
16
日

　

○ 

石
綿
作
業
主
任
者
技
能
講
習

　
　

 

学
科　
令
和
７
年
１
月
28
日
〜
29
日

　

○ 

建
築
物
石
綿
含
有
建
材
調
査
者
講
習

　
　

 

学
科　
９
月
18
日
〜
19
日

　

○ 

フ
ル
ハ
ー
ネ
ス
型
安
全
帯
使
用
特
別
教
育

　
　

 

学
科　
11
月
６
日

　

○ 

足
場
の
組
立
て
等
業
務
に
係
る
特
別
教
育

　
　

 

学
科　
11
月
21
日

心からご冥福をお祈りいたします
亡くなられた仲間

「合格祝い金」＆「資格取得報奨金制度」
交付申請を忘れずに！

◎支給条件（支給対象者）
　　※受検（験）及び受講時、支給時に組合員であること。
※資格取得日が平成３０年４月１日以降で、新規に資格取得された方。

◎対象資格と支給金額

◎対象資格　　技能検定合格者ならびに技能講習（作業主任者）修了者
◎助成金額　　３，０００円　
◎交付対象者　組合加入後に資格取得、かつＨ24年３月１日以降に合格
　　　　　　　（修了）された方

◎共通した書類と提出方法
　・申請書　　申請書はＦＡＸにて送付させて頂きます。
　・添付書類　資格取得を証明する書類
　　　　　　　（合格証書、合格通知書、資格証明書、修了証の写し、認印）
　・身分証明　運転免許証など
　・提出方法　組合本部までご持参または郵送して下さい。
◎支給方法　　組合本部窓口にて支給

（例）２級技能士合格の場合、組合３千円・全建総連５千円　計８千円
　　　作業主任者修了の場合、組合３千円・全建総連２千円　計５千円

組合の「合格祝い金」全建総連の「資格取得報奨金制度」

区分１　１０，０００円
　一級建築士、設備設計建築士、構造設計建築士、一級施工管理技士、
　一級技能士、第一種電気工事士、電気主任技術者（一、二種）、
　電気通信主任技術者、給水装置工事主任技術者、登録基幹技能者
区分２　　５，０００円
　二級建築士、木造建築士、二級施工管理技士、二級技能士、
　第二種電気工事士、電気主任技術者（三種）、電気通信工事担任者、
　職業訓練指導員免許
区分３　　２，０００円 ／ 作業主任者
　足場の組立て等、木造建築物組立て等、有機溶剤、石綿、ガス溶接、
　鉄骨組立て、土止め、地山掘削、型枠支保工、木材加工用機械など。
　　　　　　※玉掛、高所作業、車両系建設は対象外。
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令和６年度 後期
技能検定受検案内

受検申請受付

検 定 職 種

受検手数料

受 検 資 格

10月７日（月）～10月18日（金）
組合では一括申請をしますので、10月16日までに
組合本部へご提出下さい。
以外は各自で申請手続きをお願いします。

建築大工・型枠施工・かわらぶき・配管・
石材施工ほか

実技　１８，２００円
学科　　３，１００円

実務経験のみで、１級受検の場合７年以上必要
実務経験のみで、２級受検の場合２年以上必要

※不明瞭な点については、担当の能城書記までお問合せ下さい。

奈良県葬祭業協同組合と提携しました
組合員価格でご利用いただけます

奈良県葬祭業協同組合と提携しました
組合員価格でご利用いただけます

◎提携式場
奈良県葬祭業協同組合加盟店　ご安心いただける奈良県の葬祭専門業者です。

県葬祭業協同組合のＨＰでも提携式場を公開していますのでご確認下さい。

(株)公益社　　　　奈良市法連町
　　　　　０１２０－２３－２１１５

オフィスシオン　　奈良市南京終町
０１２０－３６５－４４２

(有)青光社　　　　奈良市四条大路
０１２０－０４－９４９５

セレミューズ(株)　　　生駒市元町
０１２０－４２１－４４４

大協(株)　　　　　大和郡山市材木町
０１２０－２６－１１４５

(株)ひかり　　　　平群町三里
０１２０－０５－０１９３

(株)メモワージュ　天理市前栽町
０１２０－０７７－３６５

泉屋(株)　　　　　香芝市下田東
０１２０－６６－４１４２

(株)大西花香社　　上牧町下牧
０７４５－３３－００８８

(株)有宏社　　　　大和高田市三和町
０１２０－５２－０９８３

(有)花富　　　　　大和高田市材木町
０７４５－２３－５０８５

天葬祭　　　　　　宇陀市榛原萩原
０７４５－８２－３４５８

(株)南都公益社　　桜井市吉備
０７４４－４３－３７５０

(有)竹田花香社　　橿原市小綱町
０７４４－２２－７８９３

(株)平成公益社　　橿原市石川町
０７４４－２８－２０５０

(有)五條公益社　　五條市五條
０１２０－００－２１８８

セレモニーホール久保　　大淀町土田
０７４７－５２－６６７７

葬儀基本料金より

13%割引
基本料金は加盟店に
お問合せください。

このたび、組合では奈良県葬祭業協同組合と提携しました。
奈良県葬祭業協同組合には17の加盟葬儀社があり、葬儀基本料金より13％割引
で、組合員特典として葬儀の割引契約が受けられるようになりました。
　※一般葬儀（基本葬儀料金）に適用されます。
（割引契約の対象となる方）
　・組合員ならびに組合員の二親等以内の親族
（提携式場の利用に際し）
　・式場窓口に「奈良県建築組合の組合員」であること
　　を、お伝えいただくと割引価格でご利用頂けます。
　　※なお、組合脱退後の利用など不適切な利用については、差額の請求やトラ
　　　ブルの原因にもなりますので十分ご注意ください。

　組合では建設工事に伴って生じる不測の事故による賠償事故を補償
できるよう、損保ジャパン代理店（株）ライフコートと提携しています。
　工事遂行中に生じた偶然な事故、また建設工事にかかわる施設およ
び昇降機に起因する事故によって、第三者の身体障害または財物損壊
が発生した場合、法律上の賠償責任を負担することによって被る損害
を補償します。
（例）内装業者が工事中にシートが飛ばされ室内にあった家財が水濡
　　　れ被害。施工ミスによる水漏れ被害。作業物落下による通行人
　　　へのケガ。
　　　リース車の破損（自走可能なリース・レンタルした建設工作用
　　　車両の破損事故）

「全国建設業労災互助会」

第三者賠償補償制度第三者賠償補償制度
工事中に第三者への賠償責任が発生するリスク

団体のスケールメリットを活かし、個別に同種の
補償（保険）に加入されるより割安な掛金となっています。

■年間掛金／建築１００％の場合
　　完成工事高　１千万円　　１３，５９６円
　　　　　　　　３千万円　　３４，６０８円
　　　　　　　　５千万円　　４１，６０４円

※案内パンフレット希望・見積り希望・詳しい説明が聞きたいという方に
　つきましては、（株）ライフコート・さくらいの西山までご連絡お願いします。
　お問合せの際は建築組合員ですとお伝えください。
　　　　　☎０７４４－４５－３１５１　／ 桜井市大西４４５－３

■お支払限度額・自己負担額（標準プラン）

昨年６月１日より、お買い物の際、レジで組合カードを提示
することで、３％の割引が受けられるようになりました。現
金＆クレジットカードどちらも可。
早朝から営業していることで、プロ向けの住宅建材・用品を
専門に扱う同店は１２０店舗が営業していますが、今回の奈
良県建築組合との業務提携で３％の割引が受けられるのは関
西エリアの店舗となります。
提携店舗は、近畿２府４県のコーナンＰＲＯ・ＷＯＲＫ＆Ｔ
ＯＯＬ全店となりますが、「ホームセンターコーナン」及び
「コーナンドイト」店舗は対象外ですのでご注意ください。

※組合カードは各支部を
　通じてお渡しさせて頂
　いています。

組合員さん限定！

コーナンＰＲＯと建築組合の
提携がスタート。
近畿二府四県で３％割引
コーナンＰＲＯと建築組合の
提携がスタート。
近畿二府四県で３％割引

出産祝い金制度
青年組合員さん交付申請を忘れずに
組合では青年組合員の皆さんのお子様の誕生
を祝い、健やかな成長を願って、平成 20年
から出産祝い金を給付しています。
給付を受けられる方は、対象児の出生日前、
１年以上引き続き組合に在籍していること。
組合費及びその他の義務負担金を滞納していないことが必要条件です。
申請手続きや必要書類はその他については、所属支部や組合本部
までお問合せ下さい。
※申請期限は、対象児の出生の日の翌日から２年以内にご提出ください。

支給額は、
1人につき
2万円です




